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概要 

 

マイナス金利政策の導入後、金融機関の収益力低下が懸念されるようになっている。本

稿では、地方経済の低迷による貸出減、信用中央金庫への預け金からの利息収入減などが

想定される信用金庫業界について、今後の業界再編を占う意味から、合併の効果を明らか

にする。2000年前後から急激に増えた再編の時期も含めて分析することで、合併が有効な

生き残り手段となるか考察する。 

本稿では、1989年から 2008年の個別信用金庫の財務データを用いて、再編（合併）に

巻き込まれた信用金庫の経営改善効果を検証している。収益性、健全性、効率性の観点か

ら差の検定、パネル分析の固定効果モデルによって合併効果を推計した。具体的には、合

併のあった年を基準として、合併前後の期間をとり、合併（または被合併）信用金庫の財

務指標の変化が、合併に関与しなかった信用金庫の変化と差があるがどうかを比較する。

分析期間中の全合併事例を詳細に調べ、分析対象となる合併事例を抽出し、合併のあった

年の前後数年間の財務指標を、合併／被合併信用金庫ごとに集計し、合併のあった信用金

庫と、同都道府県内で同期間に一度も合併に関与しなかった信用金庫の財務指標の比較も

行っている。 

地域金融機関の合併が再び増加傾向にあり、金融機関のあり方が模索されている。合併

の効果を明らかにすることで、合併が有効な生き残り手段となるか考察する。 
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